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ポリカーボネート樹脂の価格改定について
  この度、弊社（社長: 厩橋 輝男）はポリカーボネート樹脂について下記の通り価格改定を実施することにいたしましたので、お知らせします。

記

1. 対象　　　　: ポリカーボネート樹脂（商品名；タフロン）

2. 価格改定幅　: ＋25円/㎏以上

3. 実施時期　　: 平成16年7月1日出荷分より

4. 改定理由

　【背景】

　本年第１四半期の国産ナフサ価格は予想通り27,600円/klという高値の水準となりました。弊社では、今春、お客様のご理解をいただきながら、ポリカーボネート樹脂の価格改定(2月21日出荷分より+25円/kg以上)を実施しましたが、現在のナフサ価格に見合う樹脂価格の実現には至っておりません。

　一方、今後のナフサ価格につきましては、世界規模の需要増大、中東の政情不安を背景に原油価格が湾岸戦争時並みに高騰していることに加え、中国を中心とした石化原料であるナフサの旺盛な需要の影響を受け、更に高騰していくことが確実視されています。足元の第２四半期は29,000～30,000円/kl水準、第３四半期に至っては33,000円/klにもおよぶ非常に高い水準が予想されています。また直近のサウジアラビアの政情不安により、原油価格の先行きは不透明であり更なる原油価格およびナフサ価格の高騰もありえる状況と言えます。

　【今回の価格改定】

　かかる環境下、弊社はお客様への安定供給を第一義として参りましたが、足下の著しい原料コストアップは合理化、省力化による自助努力でカバーしきれるものではなく、現在の価格体系では安定供給が困難な状況となります。

　ポリカーボネート樹脂の今春の価格改定時はお客様のご理解を頂戴しながら進めて参りましたが、残念ながら現在の樹脂価格は国産ナフサ価格26,000円/kl辺りの水準しか実現できておりません。現在のナフサ価格は既に30,000円/klを超え、今後は前述の通り33,000円/klの水準が予想され、更に中東の政情変化次第ではそれ以上の価格になる可能性もあります。

　今回の価格改定では、現在の樹脂価格水準とナフサ価格の差分に現状の不採算是正分を加えた+25円/kgの価格改定をお願いするものです。
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5. 問い合わせ先

　　 樹脂総括部事業三課　　久民 広明　　　　　TEL.03 (3829) 0695

　　 総務部総務課　　　　　加来 祐二　　　　　TEL.03 (3829) 1046

以 上
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